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＜概要＞
１．人間の行動特徴を把握し群集挙動を予測することは, 都市

 
計画や建築設計の安全性を評価することに役立ち, 災害時に

 
避難行動を円滑に誘導するための手段として, 非常に有効で

 
あると考えられる. 
２．本研究では人間一人一人の行動から群集の相互作用を導

 
きだし, Mixed Logical Dynamical System (MLDシステム)を用い

 
てモデリングを行う. 
３．MLDシステムとはハイブリッドシステム表現の一つであり, 
モデル予測制御を用いることによって, 時々刻々と変わる人の

 
動きを表現することができる.
４．これをもとに群集挙動のモデリングを定式化し, 複雑経路で

 
の計算を簡略化するアルゴリズムを提案する.
５．Fig.1は, 72人のシミュレーション結果である. これらの結果よ

 
り, 群集が速やかに目的地に向かっている様子が確認できる.

 
群集全員の避難に要する実時間は, それぞれ10.2秒, 15.7秒で

 
あり, 10ステップ(実時間1秒)あたりの計算時間はTable 1のよう

 
にまとめられる. これより障害物が16個, 28個それぞれの場合

 
において計算時間が36％, 44％削減されていることがわかる.
6.複雑経路において, より少ない計算量でシミュレーションを実

 
行するアルゴリズムを提案し, シミュレーションの結果から, 本

 
研究で提案したアルゴリズムの有効性を確認した.
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